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◇那覇空港からモノレールで5駅11分、

車で７分、泊港から車で7分

◇地区内の那覇バスターミナルを起点に

バス路線が本島全域へネットワーク

◇地区に接する３つの主要国道が本島全

域へアクセス

◇隣接のモノレール旭橋駅から那覇市内

へアクセス
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バスターミナル

本島南部へ

本島中北部へ

離島へ

那覇空港

県外・アジアから

旭橋駅周辺地区

沖縄の玄関口としてのロケーションを活かします
離島へ

県外・アジアから
（クルーズ船）
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那覇港
泊港

国際通り



主要施設が徒歩圏にある絶好のロケーション
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●公共施設

沖縄県庁、那覇市役所

沖縄県警察本部

●公園、イベント会場施設

奥武山公園、県立武道館

沖縄セルラースタジアム那覇

●商業施設

国際通り

パレットくもじ

てんぶす那覇
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パレットくもじ

てんぶす那覇

旭橋駅周辺地区

奥武山公園

県庁

市役所

主要施設が徒歩圏にある絶好のロケーション

国際通り
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旭橋都市再開発株式会社

交通の拠点

交通結節の要となる

交流の拠点

交流の中心となる
ビジネスの拠点

県内随一の
ビジネスゾーン

環境の拠点

豊かな都市環境の形成

「知」の拠点

沖縄の知のターミナル

観光の拠点

来県観光客が必ず
訪れる

多言語観光案内板の設置
バス乗降スペースの設置

市街地再開発事業の推進

道路法の特例 都市計画法等の特例
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国家戦略特区
の活用

沖縄県の国際観光拠点形成、我が国の国際競争力の強化



那覇市国際通り商店街振興組合連合会
４

都市再生・まちづくり分野 エリアマネジメントに係る道路法の特例

○国際通り沿線（県道39号）において、外国人を含む観光客の利便性に資するため、標識（案内板）、多言語対応の為
のwifi環境の充実、安心安全に資する監視カメラ等を設置する。また、トランジットモール時に物産品販売や屋台等の
イベントブースを設置することで、中心商店街の賑わいに寄与する。

※国際通りは、沖縄県の県庁所在地である那覇市の中心市街地に位置し、戦後急速なスピードで復興を遂げた「奇跡
の１マイル」と評される沖縄県を代表する商業地域として発展してきました。現在では、沖縄観光の玄関口として観光
客向けの商店街として成長を続けており、観光街づくりにおける重要な地域である。

グランドオリオン跡地
（離島マルシェ事業）

牧志1丁目再開発

国映館跡地（ホテル
建設予定）

沖縄三越跡地（リウボ
ウ営業）
→H27年3月営業予定

地下車道整備事業
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『国際通りＲＥＦＩＮＥ計画』 那覇市中心市街地活性化・コンパクトシティへの取組み

５


